
農商工連携の意義と役割、研修のねらい

株式会社プロジェクト地域活性

代表取締役社長 望月 孝

今でも記憶に残る仙台に赴任した時の言葉

～「東北は歴史上、ずっと首都圏への人材と食糧とエネルギーの供給基地だった！」～
そして現在も・・・

平成23年5月7日
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１．東北地域の特徴

東北地域が全国に占める割合
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平成2１年度東北経済産業局編「東北経済のポイント」より作成

人口比（７．５％）に比べ、面積、及び
第１次産業（就業人口、総生産）が強い。
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人口比（７．５％）に比べ、観光資源（特に、
温泉地、スキー場、民俗文化財）が強い。

3
東北経済連合会「東北の主要指標」より作成

東北地域が全国に占める割合
（観光資源）



２．東北地域の農林水産業・食品産業の現状と課題
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東北の農業産出額の変化 １８年で３０．１％減尐

特に米が減尐（億円）

東北農政局統計部 農業産出額より

（％）

対全国比
（右目盛り）



２０年で１０．６％増加

食品製造出荷額の比較（全国）
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全国の食品製造出荷額の変化
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平成19年度東北農政局「東北地域食・農マッチング検討委員会」資料より作成



２０年で１．５％減尐

全国比では０．９％減尐

東北の食品製造出荷額の変化

食品製造出荷額の比較（東北）
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平成19年度東北農政局「東北地域食・農マッチング検討委員会」資料より作成
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農林水産省 農林業センサスより作成
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（平成17年度）

農林水産省統計部 ２００５年農林業センサスより

農業法人数の比較
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農業では、米の産出額の減少幅が大きく、農産物の加工等

により付加価値をつけることも弱いといえる。結果、全国に

おける農林水産産出額・食品製造産出額共にシェアが減少傾

向にあると考えられる。

さらに農林水産業の共通点として、法人化があまり進んで

いないことがあげられる。企業的経営の基盤ともなりうる法

人化が進んでいないことで、農林水産業の経営に経営的視点

が取り込まれている可能性が少ないことが推測される。
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農林水産省 農林業センサス、漁業センサスのデータから



東北地域の課題

資源の強み

課題

繰り返しになりますが・・・

東北は歴史上ずっと首都圏への 「食糧」「人材」「エネルギー」 の供給基地だった

価値を
産み出す
「人財」

一次産業 起業

観光
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マーケティングとブランディング

製品 → 商品 → ブランド

製品 ； モノ （素材・製法）

商品 ； コト

（感性・感情に訴えるストーリー）

ブランド ； イミ （保証・約束）

マーケティング

売れる仕組みづくり

需要創造

ブランディング

売れ続ける仕組みづくり
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３．６次産業化と農商工連携
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６次産業化＝１次産業×２次産業×３次産業

① 農商工連携（１次・２次・３次産業の連携）

② １次産業の６次産業化

③ ２次産業・３次産業の農業参入

農林水産業 製造業
ＩＴ等

商業・サービス業

グリーン・ツーリズムへの拡がり
（農漁林業体験、農漁家レストラン、
直売所、農家民宿・農泊等）
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バリューチェーン

（出所：マイケル・E・ポーター 「競争優位の戦略」「国の競争優位」）

（財務、法務、情報サービスなど）



４．東北地域の農商工連携の成功事例
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先進事例・成功事例を、自社・自地域で活かすには
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成功事例を氷山に例えると

外から見えるのは、具体的な
現象面であり、全体の３０％
にすぎない。

見えない７０％の部分に存在
する「成功を導くための ノ
ウハウ」（方法・テクニック
・考え方等）やその背景にあ
る「成功の本質」があって
こそ、成功事例が成り立つ。



東北地域の農商工連携の「成功の本質」
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東北地域の農商工連携のテーマ（目的）
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・農が中核・・・１５事例
・商が中核・・・１４事例
・工が中核・・・２９事例
・その他が中核・・・４事例

６１事例のうち、農が中核となっているのは１５事例と
尐なく、異業種から一次産業への参入を除くと９事例と、
さらに尐ないのが現状である。

多くの事例（商・工・その他が中核）で、農林水産業が
受身の立場（原料供給中心）となっている。

また、商業者が連携の主体となるケースにおいて、
商店街主体の事例はなかった。

東北地域の農商工連携の中核事業者・企業
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株式会社 高田自動車学校

(遠野ドライビングスクール)

設立 昭和43年
所在地 岩手県陸前高田市竹駒町字相川７４－１
資本金 1,500万円
従業員 70名 （遠野ドライビングスクール 27名）
売上 約7億円 （遠野ドライビングスクール約2億円）
事業内容 ドライビングスクール

（陸前高田・遠野･平泉）
農業（水稲、トマト栽培、しいたけ等）

成功事例



経営理念・教育理念

＜経営理念＞

社員と生徒、会社と社員、社員同士等、出会いが大切。

全ての出会い、巡り合いを大切にしよう。

＜教育理念＞

「生徒さんの心の中に、安全の小さな種を蒔く。しかも、

その種は丈夫で強い種でなければならない。」

免許を取ることを目的にくる生徒が、卒業後いかに事故

を起こさないようにするかが使命。そのために指導員が

豊かな心を持って接し、安全とは何かを尐しでも考えら

れるような人に育てることが重要である。
21
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農商工連携

• 平成16年から遠野ドライビングスクールを運営。NPO
法人遠野山・里・暮らしネットワークと連携し、合宿自
動車免許の教習とグリーンツーリズムを 組み合せた
企画を実施。

• 合宿参加者の９０％以上の生徒が、りんご・ブルーベ
リー・野菜などの農業、乗馬・草木染め・そば打ち・ワ
ラ細工などの体験をし、農泊（農家民泊）をする生徒も
いる。
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農商工連携の体制図

遠野ドライビン
グスクール

生徒

農家・馬の里･遠野ふ
るさと村など受入れの
手配、宿泊施設の手配

グリーンツーリズ
ムについてのオ
リエンテーション

遠野山・里・暮ら
しネットワーク

エージェント
（約１０社）

募集

入校 募集
●コンビニエンスストアー
●大学生協
　　　　　　　　　　　　　　　等

契約契約
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・平成15年、遠野市が構造改革特区

（日本のふるさと再生特区）を取得、

平成17年より、企業の農業参入可能。

・遠野市内で「しいたけ」をはじめ、トマト、

米の無農薬栽培、雑穀（アマランサス

等）を栽培。しいたけ

栽培は、農林水産省

里山保全事業を活用。

合宿と、しいたけの

栽培スケジュール

農業参入



0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

遠野ドライビングスクール混み具合 シイタケ作業適性期

植菌栽培が行われる４月と、ホダ木切り出しの時期である１１月～１２月に
かけて、ドライビングスクールでは閑散期となる。

ドライビングスクール閑散期

ドライビングスクール閑散期

シイタケホダ木作り適性期
シイタケ植菌適性期
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農業とサービス業のそれぞれの特性を活かす！

ホダ木切り出し時期

植菌作業の適性期である４月と、ホダ木切り出し時期である１１月～１２月に
かけて、ドライビングスクールでは閑散期になるため、社員がしいたけ栽培に
従事する事が出来る。

４月

植菌作業適性期

異業種がそれぞれのメリット、デメリットを
うまく補完できる新しい連携事業！

１１月～１２月
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　□販路開拓　　□生産性向上　　□新商品開発
　□人材育成　　□ブランド化　　　□商品の差別化
　□品質管理　　□資金調達　　　 □環境対応

連携により実現したこと

交通安全への対応については、交通事故は「人

ごと」だと思っている人が多い。特に、乗馬は馬

とのコミュニケーション（ノンバーバルコミュニケ

ーション）が求められるため、交通安全につなが

り、将来的には乗馬の馬場もつくりたいと考えて

いる。 28
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地域への効果

・生徒が毎年増加。

→平成21年度は850名（内、合宿は400名）

・遠野ドライビングスクールが合宿所を持たないため、

地元の商店街・宿泊施設等に経済的な効果。

→8,000人泊/年

・最大の効果は！



連携に関する今後の方向性

• 遠野ドライビングスクールが直接行う農業を生徒に
手伝ってもらったり、近くに馬場をつくって、生徒が
自由に乗馬できるようにしたい。

• さらに遠野ドライビングスクールでの取り組みを、陸
前高田(漁業）・平泉（農業）のドライビングスクール
に拡げていく。

• それらを通して、ドライビングスクールに申し込んだ
人が、価格が高くなっても他の人にしっかりと本校
の価値を説明できるようにする。
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５．研修のポイント

36

１．改善よりは、改革を
（今までの延長線上で考えるのではなく、

新た創る）

２．実践により、能力を身につける

３．仲間づくり（ネットワークづくり）を重視
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参考資料

東北地域の優れた企業の経営者の学習に共通する特徴

参考：平成２０年度東北大学地域イノベーション研究センター「経営人材育成プロジェクト研究発表」より

１．長期的で貪欲な経験的学習
 長期的なキャリアを通してあらゆる出来事からリーダーとして

の態度や価値観を学習するだけでなく，新たなチャレンジに
伴う経験的学習の場を自ら創出

２．具体的で試行錯誤的な学習
 具体的な行動に伴う内省や試行錯誤的な学習スタイル

３．現実的な課題解決を伴う学習
 現実的な課題解決型学習が大半

４．他者との対話を通した効率的な学習
 座学と対話による学習のほか，必要に応じて他者からその都度

教わる効率的な学習

５．大局的なフレームワークを中心とした学習
 意思決定に必要な大枠を理解し，詳細は誰に聞けば良いかを

知っている


